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(t; x) 2 R�R
3、n � 3において、次の Schr�odinger方程式
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を考えよう。ここで V0(x)は実数値関数で遠方で十分速くゼロに近づくも
の、実数値関数V1(x)は有界で十分滑らかなものを想定する。H0 = ��、
H = H0 + V0とおこう。
　V1(x) � 0の場合の波動作用素を

W� = s� lim
t!�1

eitHe�itH0

で、散乱作用素を SL = W �

+W�で定義する。 　
非線形方程式 V0、V1(x) 6� 0の場合、

(SN�)(x) = �(x) +

Z
1

�1

eitHV1(jxj
�� � juj2)u(t; x) dt

とおき散乱作用素をS = W �

+SNW�で定義する。以下�は条件 2 � � � 4

かつ � < nを満たしているとする。V0、V1の適当な条件のもとで、(1)

に対する散乱作用素 S は H1 のゼロの近傍で定義される (Yajima [4]、
Mochizuki [1])。
ここでは以下の２つの問題を考える。

(i)散乱作用素 Sから V0、V1を求めよ。
(ii) V0(x) � 0、V1(x) � 1の場合について散乱作用素Sから �を求めよ。

(i)の問題については power nonlinearity jujp�1uの場合について結果があ
る (Strauss [2]、Weder [3])。また、V1(x) � 0の場合について SLから V0

を再構成できることはよく知られている。
さて、(1)の場合 V0、V1はそれぞれつぎのようにして求めることがで

きる。
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定理 1. 任意の � 2 H1に対し次が成り立つ。

lim
"!0

1

"
S("�) = SL� in H1。

定理 2. � 2 R、x、x0 2 R
nとし ��(x) = �(�(x� x0))、

T [�] := lim
"!0

1

"3
( (SN � I)("�); �)

とおこう。任意の � 2 H1に対し次が成り立つ。

V1(x0) =
lim�!1 �2n+2�� T [��]R

R

R
Rn

(jxj�� � je�itH�j2)je�itH�j2 dx dt
。

定理 2を見てわかるように、V1が求まるためには �は既知でなければ
ならない。では �が未知数としたら散乱作用素 Sから �を求めることは
できるのだろうか？これが問題 (ii)である。V0 � 0、V1 � 1の場合を考
えよう。このとき �は次のようにして求めることができる。

定理 3. �e(x) = �(ex)とおこう。任意の � 2 H1に対して次が成り立つ。

� = 2n+ 2 + log
T [�e]

T [�]
。
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